
公表・説明・公開

課題　教育課程・学習指導
・授業がよくわかると回答する生徒６０％
以上を目指す。
・一人１回以上の研究授業を実施する。
・学力テスト５教科平均４５点以上を目指
す。
・家庭学習を１日１時間以上する生徒を
７０％以上にする。
・移行１年目の教育課程を作成する。

課題　生徒指導
・挨拶がよい現状を維持し、更なる向上を目指す。
・遅刻０を目指す。
・身だしなみを守る生徒を９０％以上にする。
・学期ごとに教育相談を実施する。
・共通理解、共通行動で組織的に取り組む。
・日常的活動の活発化　時間の確保
・実行委員会活動を充実させる。
・部活動年間活動計画を作成する。（活動日数、活
動時間の見直し、校外大会参加）

課題　保護者・地域との連携
・ＰＴＡ活動への参加率向上を目指す。
・学校便りを月１回以上発行する。
・ホームページの更新回数を月２回以上を
目途にする。

・保護者
・学校評議員
・地域住民
・学校関係者評価

４
月

○始業式
○入学式

○学力テスト（全）
○全国一斉学力テスト３年

○学校だより
○学校要覧パンフ
レット（目標の公
表）

○ＰＴＡ総会
○ＰＴＡ理事会

５
月 ○修学旅行

○教育相談の実施

○体育祭実行委員会の組織化
○ＰＴＡ環境整備作業

○学校評議員会①
○学校関係者評価
委員会①

６
月

○前期中間テスト

７月 ○夏季休業

○通知表の発行

８
月

○文化祭実行委員会の組織化

○教育相談の実施 ○ＰＴＡ環境整備作業

○ＰＴＡ理事会

９
月

○体育祭 ○学力テスト総合Ａ
○前期期末テスト

１０
月

○文化祭

○学力テスト総合Ｂ

11
月

○学力テスト総合Ｃ
○後期中間テスト

○学校評議員会②

１２
月

○地域授業公
開

○冬季休業

○通知表の発行

○学校だより、ホー
ムページで随時公
表していく。

１
月

○卒業式実行委員会の組織化

２
月

○教育相談の実施

○学校評議員会③
○全体懇談会
○ＰＴＡ理事会

３
月

○卒業式

○後期期末テスト
○通知表の発行

○学校関係者評価
委員会②

Ｐ　Ｄ　Ｃ　Ａサイクル

一
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期
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平成２３年度　上西春別中学校　学校評価年間計画

主な学校行事
◎
学
期

月

PLAN（計画） 学校評価計画の決定

○教育計画、評価計画 ・方針、重点、具体策等のグランドデザインの設定（教育要覧の策定） ・各教育活動のプラン策定

DO（実践） 計画に基づいた教育活動の実践

CHECK（評価） 年度末評価

○教職員による評価 ○保護者による評価

○生徒による評価

ACTION（改善） 次年度の改善の方向の仮決定

○評価を踏まえた課題把握と改善方向の明確化

○「確かな学力」（目標達成度と次年度達成目標）の改善

○指導計画の改善 ○「生徒指導」（目標達成度と次年度達成目標）の改善

○諸活動の改善

○学年学級経営の改善 ○「保護者・地域との連携協力」（目標達成度と次年度達成目標）の改善

DO（実践） 一学期反省に基づいた教育活動の実践

CHECK（評価）

○各行事終了時、必要に応じてアンケート実施

CHECK（評価） 学期反省

○各分掌による反省評価 ○各学年団による反省評価

ACTION（改善） 二学期の改善の方向の決定

○各分掌による改善 ○各学年団による改善

CHECK（評価）

○評価観点に沿った生徒の実態把握のためのアンケート実施

CHECK（評価） 年度末評価

○学校関係者評価委員会による最終評価

ACTION（改善） 次年度の改善の方向の修正

○学校関係者評価を踏まえた改善計画の修正

年間を通して
■朝学習の改善充実

■放課後学習の実施

学校関係者評価委員並びに学校評議員にも授業参観や学


